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Abstract
  "The Nine Chapters on the Mathematical Art" was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of "Suan-shu shu." The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu-Hui（劉徽） and Li Chunfeng（李
淳風） from the viewpoint of our previous work on "Suan-shu shu." 
  This is the sixth article based on our research and results, in which we studied problems 32 
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注： （81）計算は、160× 1 ÷18 = 8 8―9  となる。








答えにいう、 1枚は8 8―9 銭となる。













[29]臣淳風等謹按､ 今有之義､ 以所 (有)[求][一] 率乘所 (求)[有數]､ 合以瓴甓一枚 [乘][二]
錢一百六十爲實｡ 但以一乘不長､ 故不復乘､ 是以徑將所買之率與所出之錢爲法 ･實也｡
此又按､今有之義､出錢爲所有數､一枚爲所求率､所買爲所有率｡ 而今有之､即得所求 (率)
[數][三]｡ 一 [乘][四] 不長､ 故不復乘｡ 是以徑將所買之率爲法､ 以所出之錢爲實｡ 故實如











































































　　（92）一匹二丈一尺は 6 1―10丈。よって計算は720× 1 ÷ 6
1―10 ＝ 118
2―61となる。
　　（9 3）2 丈 ＝ 1―2 匹、 7 尺＝
7―40匹。九匹二丈七尺は 9
27―40匹。よって計算は2370×1÷









×1÷ 1 77―120 
＝8326178―197となる。表 1参照。
訳： [三十四]今、5785銭を出すことがあり、漆 1斛 6斗 7 2―3 升を買う。1斗ごとの率を求
めたい。問う、1斗いくらとなるか。答えにいう、1斗は345 15―503銭となる。
　　 ［三十五］今、720銭を出すことがあり、縑 1匹 2丈 1尺を買う。 1丈ごとの率を求め
たい。問う、1丈いくらとなるか。答えにいう、1丈は118 2―61銭となる。
　　 ［三十六］今、2370銭を出すことがあり、布 9匹 2丈 7 尺を買う。 1匹ごとの率を求
めたい。問う、1匹、いくらとなるか。答えにいう、 1匹は244124―129 
銭となる。








注：   （9 6）李潢12）に「此術猶経分者、此術「法」有分、而所求之率恒為一。既以分通之。
又以分母乗之。与経分術所謂「有分者通之。重有分者同而通之」之義合也」という。
訳：この術は「経分術」のごときものである。
[31]臣淳風等謹按､ 今有之義､ [一枚] 爲所求率､ [出錢]爲所有數[一]､ 故以乘錢､ 又以分
母乘之爲實｡ 有分者通之､所買通分､内子爲所有率､故以爲法｡ [實如法而一][二]､ 得錢數｡



















































































　　　 よって78箇全てを 1箇 7銭とすると「実余」30銭が余ってしまう。したがって大き













　　　 よって198斤全てを 1斤 5銭とすると「実余」130銭が余ってしまう。したがって高
い方の糸を130斤（ 1石10斤）として、それの単価を 1銭増やして 1斤 6 銭とする。
単価を 5銭のままとする安い方の糸の数量は、198－130＝68斤（ 2鈞 8 斤）で、こ
れが「法余」である。







がって高い方の糸を68201銖（ 1石 1鈞27斤 9 両17銖）として、それの単価を 1銭増
やして 1石8052銭とする。単価を8051銭のままとする安い方の糸の数量は、79949
－68201＝1748銖（ 1鈞 9両12銖）で、これが「法余」である。







がって高い方の糸を77012銖（ 1石 2鈞20斤 8 両20銖）として、それの単価を 1銭増
やして 1鈞2013銭とする。単価を2012銭のままとする安い方の糸の数量は、79949
－77012＝2937銖（ 7斤10両 9 銖）で、これが「法余」である。









て高い方の糸を7897銖（20斤 9 両 1 銖）として、単価を 1銭増やして 1斤68銭とする。
単価を67銭のままとする安い方の糸の数量は、79949－7897＝72052銖（ 1石 2 鈞 7
斤10両 4 銖）で、これが「法余」である。






　　　 よって79949銖全てを 1両 4銭とすると「実余」15484銭が余ってしまう。したがっ
て高い方の糸を15484銖（ 1 鈞10斤 5 両 4 銖）として、それの単価を 1銭増やして
1両 5 銭とする。単価を 4銭のままとする安い方の糸の数量は、79949－15484＝









1鈞の場合は11520銖、 1斤の場合は384銖、 1両の場合は24銖となる。表 1参照。
　　（1 08）ここでいう「実」とは、「実余」を簡略にして称したもので、「法に満たざる者
















本 7銭。（大のもの）30本は、 1本 8銭となる。
　　 ［三十九］今、1120銭を出して、糸 1石 2鈞18斤を買う。糸の値段の上下それぞれの
単価と斤を基準とした数量を求めたい。問う、それぞれはどれだけとなるか。答えに
いう、（安いもの）2鈞 8斤は、 1斤ごとに 5銭。（高いもの）1石10斤は、 1斤ごと
に 6銭となる。
　　 ［四十］今、13970銭を出して、糸 1石 2鈞28斤 3 両 5 銖を買う。値段の上下それぞれ
の単価と石を基準とした数量を求めたい。問う、それぞれはどれだけとなるか。答え
にいう、（安いもの）1鈞 9 両12銖は、 1石ごとに8051銭。（高いもの）1石 1鈞27斤
9 両17銖は、 1石ごとに8052銭となる。
　　 ［四十一］今、13970銭を出して、糸 1石 2鈞28斤 3 両 5 銖を買う。糸の値段の上下そ
れぞれの単価と鈞を基準とした数量を求めたい。問う、それぞれどれだけとなるか。
答えにいう、（安いもの）7斤10両 9 銖は、 1鈞ごとに2012銭。（高いもの）1石 2鈞
20斤 8 両20銖は、 1鈞ごとに2013銭となる。
　　 ［四十二］今、13970銭を出して、糸 1石 2鈞28斤 3 両 5 銖を買う。糸の値段の上下そ
れぞれの単価と斤を基準とした数量を求めたい。問う、それぞれどれだけとなるか。
答えにいう、（安いもの）1石 2鈞 7 斤10両 4 銖は、 1斤ごとに67銭。（高いもの）20





11520銖 480両 30斤 1鈞
46080銖 1920両 120斤 4鈞 1石
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　　 ［四十三］今、13970銭を出して、糸 1石 2鈞28斤 3 両 5 銖を買う。糸の値段の上下そ
れぞれの単価と両を基準とした数量を求めたい。問う、それぞれどれだけとなるか。
答えにいう、（安いもの）1石 1鈞17斤14両 1 銖は、 1両ごとに 4銭。（高いもの）1






[32] [劉注] 其率 (如)[者][一]､ 欲令無分｡ 按､ 出錢五百七十六､ 買竹七十八箇､ 以除錢､
得七､ 實餘三十｡ 是爲三十箇復可增一錢｡ 然則實餘之數則是貴者之數｡ 故曰實貴也｡ 本
以七十八箇爲法､ 今以貴者減之､ 則其餘悉是賤者之數｡ 故曰法賤也｡ ｢其求石･鈞･斤･兩､
以積銖各除法 ･實､ 各得其積數､ 餘各爲銖｣ 者､ 謂石 ･鈞 ･斤 ･兩積銖除實､ 以石 ･鈞 ･



















































　　　79949× 1 ÷13970= 5（余り10099）
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　　　 よって全てを 5銖で 1銭とすると「実余」10099銖が余ってしまう。したがって安
い方の糸は値段を 6銖で 1銭とし、その量は10099銭分、すなわち10099×6＝60594
銖（ 1石 1鈞 7斤12両18銖）となる。一方、高い方の糸は、13970－10099=3871銭分（こ
れが「法余」である）で、値段を 5銖で 1銭とするから、その量は3871×5＝19355
銖（ 1鈞20斤 6 両11銖）である。







　　　2100× 1 ÷620= 3（余り240） 
　　　 よって全てを 3翭で 1銭とすると「実余」240銖が余ってしまう。したがって安い
方の羽は値段を 4翭で 1銭とし、その量は240銭分、すなわち240× 4 ＝960翭となる。
一方、高い方の羽は620－240=380銭分（これが「法余」である）で、値段を 3翭で
1銭とするから、その量は380× 3 ＝1140翭となる。






　　　5820× 1 ÷980= 5（余り920）　　
　　　 よって全てを 5枚で 1銭とすると「実余」920銭が余ってしまう。したがって安い
方の矢簳は値段を 6枚で 1銭とし、その量は920銭分、すなわち920× 6 ＝5520枚と
なる。一方、高い方の矢簳は980－920=60銭分（これが法余である）で、値段を5枚












訳： ［四十四］今、13970銭を出して、糸 1石 2鈞28斤 3 両 5 銖を買う。糸の値段の上下そ
れぞれで 1銭当たりの数量を銖を基準として求めたい。問う、それぞれどれだけとな
るか。答えにいう、（高いもの）1鈞20斤 6 両11銖は、 1銭で 5銖。（安いもの）1石
1鈞 7斤12両18銖は、 1銭で 6銖となる。
　　 ［四十五］今、620銭を出して、羽2100 を買う。羽の値段の上下それぞれで 1銭当た
りの本数を求めたい。問う、それぞれどれだけとなるか。答えにいう、（高いもの）
1140 は、 1銭で 3 。（安いもの）960 は、 1銭 4 となる。
　　 ［四十六］今、980銭を出して、矢簳5820枚を買う。矢簳の値段の上下によって 1銭あ
たりの数量を求めたい。問う、それぞれどれだけとなるか。答えにいう、（高いもの）












[34]臣淳風等謹按､ 其率者､ 錢多物少｡ 反其率者､ 錢少物多｡ 多少相反､ 故曰反其率也｡
其率者､ 以物數爲法､ 錢數爲實｡ 反之者､ 以錢數爲法､ 物數爲實｡ 不滿法者､ 實餘也｡
當以餘物化爲錢矣｡ 法爲凡錢､ 而今以化錢減之､ 故以實減法｡ 法少者、經分之所得､ 故
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曰法少｡ 實多者､ 餘分之所益､ 故曰實多｡ 乘實宜以多､ 乘法宜以少｡ 故曰各以其所得多
少之數乘法 ･實､ 即物數｡
  其求石 ･ 鈞 ･ 斤 ･ 兩､ 以積銖各除法 ･ 實､ 各得其數､ 餘各爲銖者｡ 謂之石 ･ 鈞 ･ 斤 ･




































[35]其率､ 按､ 出錢六百二十､ 買羽二千一百 ｡ 反之､ 當二百四十錢､ 一錢四 ､ 其

















　　（1 22）「故以羽乘錢、反其率也」について。ここでは620銭のうち240銭が 1 銭 4 、





計算すれば、240銭は 1銭 4 、380銭は 1銭 3 となることがわかる。これは銭に二
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